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チャレンジ　カヌー教室

健康寿命を延ばします♪

8 月 19 日（金）に佐波分校

グラウンドで、8月 21日（日）

に八坂で花火イベントがあり

ました。

山々まで響きわたる音に日本

の夏を感じながら見上げる人

たちそれぞれの想いを乗せて

夜空に花が咲きました。

（取材： 河上特派員、徳地づくり達人塾 ）

8 月 22 日（日）ふれあいパーク
大原湖キャンプ場で大人気イベン
ト、カヌー教室が開催されました。
ライフジャケットを着て準備体
操、パドルの使い方の指導を受け、
いよいよ水上へ。ぎこちなかった動
きもみるみる上達、息ぴったり、ま
るでアメンボ？夏休み最後の日曜日
を満喫した一時でした。

（取材： 徳地づくり達人塾）

やまぐちサッカー交流広場では、
理学療法士の先生をお迎えして正し
い体の動かし方などを教えていただ
く健康講座を開催しています。コロ
ナ禍で少人数の開催ということも
あって、みなさんリ
ラックスした雰囲気
の中、専門家の指導
を受けています。
この講座は 10 月にも開催します。
ご興味のある方は、やまぐちサッ
カー交流広場（☎５６-０８８８）へ
お問い合わせください。

（投稿：やまぐちサッカー交流広場）

夏を彩る花火の夜

今年度の取組の一つに、徳地の児童・生徒と地域の方々による熟議があります。
先日開催した合同研修会では、徳地地域の高校生、中学生、小学生（各校とも代表児童・
生徒）と協議会委員とが「どんな徳地になってほしいか」というテーマで、徳地の今
後について合同で熟議をしました。
熟議前に実施したオンライン打ち合わせでは、「『徳地のよいところ』『残したい・残っ
てほしいもの』『徳地の課題』について、自分の意見を持って臨もう」と中学生が呼び
かけを行うなど、頼もしさ
を感じる一幕もありました。
熟議当日、徳地の将来を
担う後継者となる「笑顔あ
ふれる徳地っ子」の奮闘ぶ
りについては、次回ご紹介
します。

୷ࡼɅ৐ȫɀĂழߔ生とෂߔ生ȦʂˋˁɼˋɁ൅ȻਗɩȵĊ
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徳地中代表生徒とオンラインでつながっている
各小学校児童の様子

佐波分校での様子
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■
代
々
受
け
継
が
れ
た
老
舗

創
業
は
、
明
治
元
年
。
当
時
の

記
録
が
残
っ
て
無
い
為
、
定
か
で

は
な
い
が
、
順
子
さ
ん
の
曾
祖
父

が
開
業
し
、
当
初
は
お
菓
子
か
ら

始
ま
り
、
次
に
出
雲
大
社
参
拝
者

の
お
土
産
用
に
饅
頭
を
開
発
し
た

と
聞
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
祖
父
母
に
受
け
継
が
れ
、
旧

島
地
温
泉
開
業
時
に
温
泉
客
の
お

土
産
用
に
現
在
の
「
温
泉
ま
ん

じ
ゅ
う
」
に
進
化
し
た
と
聞
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

■
青
天
の
霹
靂

順
子
さ
ん
は
、中
学
校
卒
業
後
、

山
口
市
内
の
高
校
に
通
学
し
て
い

ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
医
療
関
係

に
就
職
し
、
徳
地
と
は
無
縁
の
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
貴
仁

さ
ん
と
結
婚
、
夫
の
実
家
で
あ
る

防
府
の
松
尾
家
で
同
居
生
活
を

は
じ
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
長

男
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
生
活

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
ま
す
。

当
時
は
、
家
族
全
員
仕
事
に
就

き
夫
婦
ど
ち
ら
も
深
夜
勤
務
も

あ
り
、
子
供
を
育
て
る
こ
と
が

厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
徳
地
へ
帰
ろ
う
！
」
夫
貴
仁

さ
ん
の
ひ
と
言
で
共
に
退
職
し
、

順
子
さ
ん
の
実
家
、
松
尾
家
へ

と
生
活
の
拠
点
を
移
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
大
切
な
我
が
子
を

育
て
る
た
め
人
生
最
大
の
決
断
で

す
ね
。

■
幸
せ
ぷ
り
ん
開
発
秘
話

貴
仁
さ
ん
は
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ

う
の
製
造
な
ど
手
伝
い
な
が
ら
蒸

す
工
程
で
使
用
し
て
い
る
「
せ
い

ろ
」
を
使
い
何
か
で
き
な
い
か
？

と
考
え
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ

る
プ
リ
ン
の
開
発
を
決
意
。
徳
地

の
特
産
品
の
カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
茶

や
卵
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
差
別

化
を
図
り
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の

末
、
食
べ
て
幸
せ
を
感
じ
て
欲
し

い
と
願
い
を
込
め「

し
あ
わ
せ

幸
福
ぷ
り
ん
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

■
代
表
就
任
へ
の
決
意

長
年
、
な
か
や
菓
子
店
を
一
人

で
守
り
続
け
て
き
た
祖
母
も
高
齢

と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
元

年
12
月
、
順
子
さ
ん
が
代
表
に
就

任
し
ま
し
た
。

事
業
承
継
に
あ
た
り
、
せ
い
ろ

は
、
電
気
式
に
取
替
え
量
産
可
能

に
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
の
決
め
手

で
あ
る
餡
は
、
手
間
暇
を
惜
し
ま

ず
丁
寧
に
練
り
あ
げ
ま
す
が
、
包

装
は
機
械
化
し
、
こ
ち
ら
も
時
間

短
縮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
1
種
類
だ
け
だ
っ

た
、温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
も
春
の
桜
、

秋
の
栗
な
ど
種
類
も
増
や
し
ま
し

た
。
幸
福
ぷ
り
ん
も
貴
仁
さ
ん
か

ら
伝
授
、
新
商
品
開
発
も
手
掛
け

続
々
販
売
中
で
す
。
ま
た
、
今
年

度
中
に
は
、
店
内
の
改
装
工
事
も

予
定
さ
れ
、
カ
フ
ェ
も
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
も
っ
と
徳
地
を

知
っ
て
ほ
し
い
、
も
っ
と
島
地
に

来
て
ほ
し
い
と
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て

い
て
、
オ
ー
ラ
が
眩
し
す
ぎ
ま
し

た
。（

取
材
：
徳
地
づ
く
り
達
人
塾
）

夢を拓く 老舗菓子店3代目

なかや菓子店
代表 松尾 順子さん (44)

なかや菓子店
代表 松尾 順子さん (44)

◆
湯
野
温
泉
の

し
ょ
う
ば
い
い
ん

性
梅
院
墓
地
を
訪
ね
る

こ
な
い
だ
の
ぉ
〜
、
徳
地

史
談
会
代
表
の
Ｙ
先
生
の
案

内
で
仲
間
と
周
南
市
湯
野
の

か

た

だ

け

堅
田
家
累
代
の
墓
を
訪
ね
た

せ
ぇ
や
。
湯
野
温
泉
の
町
中

を
抜
け
て
山
田
家
本
屋
の
そ

ば
に
あ
る
性
梅
院
と
い
う
お

寺
の
墓
地
に
あ
る
ん
じ
ゃ
。

い
や
〜
、
す
げ
〜
た
い
し
た

お
墓
じ
ゃ
っ
た
の
ぉ
〜
。
さ

す
が
じ
ゃ
の
〜
、
毛
利
家
の

重
臣
ち
ゅ
う
の
ん
は
。

◆
萩
か
ら
山
口
、
徳
地
、
富
海
、
下
関
、
そ
し
て
福
岡
へ

元
治
元
年
（
1
8
6
4
年
）
1
0
月
末
、

む
く
な
し
と
う
た

椋
梨
藤
太
な
ど
俗
論
派

に
追
わ
れ
る
高
杉
晋
作
は
、
萩
を
脱
出
し
、
山
口
の
井
上
聞
多
を

見
舞
い
、
諸
隊
解
散
命
令
を
蹴
っ
た
奇
兵
隊
が
駐
屯
し
て
い
る
徳

地
の
正
慶
院
に
軍
監
山
県
有
朋
を
訪
ね
た
後
、
島
地
に
泊
ま
り
湯

野
を
抜
け
、
富
海
か
ら
早
船
で
下
関
へ
。
そ
の
後
、
福
岡
の
野
村

望
東
尼
の
も
と
に
逃
げ
ま
し
た
。

◆
へ      

た

戸
田
小
学
校
初
代
校
長
に

堅
田
家
に
ゃ
あ
の
〜
、
萩
の
松
下
村
塾
に
何
と
2
6
名
も
の
入
塾

者
が
お
っ
た
ん
て
〜
や
。
へ
〜
じ
ゃ
か
ら
、
晋
作
は
正
義
派
の
仲

間
が
多
い
湯
野
を
抜
け
て
逃
げ
た
ん
じ
ゃ
ろ
〜
の
ぉ
〜
。
す
げ
〜

お
も
し
れ
〜
話
じ
ゃ
ろ
〜
が
。
松
下
村
塾
に
入
っ
た
多
く
の
家
臣

の
中
に
ゃ
あ
の
〜
、
戸
田
小
学
校
の
初
代
校
長
、
竹
下
琢
磨
さ
ん

も
い
た
ん
て
〜
や
。

（
出
典：

松
下
村
塾
開
塾
1
5
0
年
記
念
出
版
委
員
会
発
行
、

「
吉
田
松
陰
と
塾
生
た
ち
」）

（
執
筆：

池
田
特
派
員
）

晋作 危機一髪！
徳地脱出の道

～松下村塾の塾生が多い堅田家支配の地を抜けて～

堅田家累代の墓（周南市湯野、性梅院）
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土木課 農林課土木課 農林課

保健センター

診療所

消防車庫

保健センター 社会福祉
協議会
社会福祉
協議会

支所長室

相談室

2

授乳室

講座室１

調理実習室

EV

支所長室

倉庫

書庫

倉庫

倉庫

倉庫

団員詰所

倉庫

書庫

倉庫

倉庫

倉庫

団員詰所

相談室

2

相談室

1

相談室

1

会議室 講座室2

大会議室

和室B 和室A

授乳室EV

会議室

シャワー シャワー

男子

更衣室

女子

更衣室

男子

更衣室

シャワー シャワー

女子

更衣室

C B AC B A

授乳室

女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

女子トイレ

女子トイレ女子トイレ

多目的トイレ

多目的

トイレ

多目的

トイレ

男子トイレ

男子トイレ男子トイレ

多機能室多機能室

講座室１

進入口

進入口進入口

講座室2

大会議室

和室B 和室A

調理実習室

EV

授乳室EV

診療所 診療所
出入口
診療所
出入口

出入口出入口

消防車庫

地域交流
センター
事務室

地域交流
センター
事務室

徳地地域複合型拠点施設内部

キッズ
コーナー
キッズ
コーナー

【１階の特長】
ロビーは吹き抜けで開放感があり、小さなお子様向けの
キッズコーナーや２階へスムーズに移動できるようエレベー
ターを完備しています。また、総合サービス課のカウンター
や施設内のベンチには錦帯橋や皇居の新宮殿に使用された銘
木「滑松」、階段のフェンスには「徳地和紙」を使用しています。

【２階の特長】
災害時の避難所としての機能を強化するため、避難者向け
の更衣室やシャワー室を完備しています。また、隣接する文
化ホールまでの屋根付きの連絡通路を設けており、一体的な
利用が可能となっています。

１F

２F

防災

無線室

防災

無線室

総合
サービス課

地域
振興課

総合
サービス課

地域
振興課
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11 月 20 日（日）に落成記念式典を開催します。
当日は、記念式典の後、消防音楽隊による演奏やもちまきが予定されて
いますのでぜひお越しください。
詳細はふるさととくぢ11月号でお知らせします。

落成記念式典の開催について
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11月 14日（月）から供用開始します
◇「徳地地域複合型拠点施設」、「徳地文化ホール」が
１１月１４日（月）に供用開始します。
◇ 総合支所、地域交流センター、保健センター、消防車庫、
診療所と併せて、徳地文化ホールの機能が一体化され徳地
地域の行政機能の拠点となっています。また、隣接の資源
物ステーションも同時に供用開始します。

徳地地域複合型拠点施設
徳地文化ホール

地域
づくり
協議会

駐車場
駐車場

駐車場

資源物
ステーション

８：３０～ 総合支所、地域交流センター、
 保健センター、
 資源物ステーション

９：００～ 徳地文化ホール、
 診療所（受付は８：３０から）
※社会福祉協議会が徳地地域複合型拠点施設で、
地域づくり協議会が徳地文化ホールで供用開始します。

【供用開始時間】【供用開始時間】

徳地地域複合型拠点施設

まもなくオープン
徳地地域複合型拠点施設

まもなくオープン

堀周辺
MAP

184

ローソン徳地店

図書館
丸久

徳地地域
複合型
拠点施設
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あいあいサークル「ミニミニ運動会」
参加者募集

ルールも学びながら楽しく遊びましょう。
◎日　時 令和４年１１月１６日（水）
 １０時００分～１１時３０分
◎場　所 徳地地域複合型拠点施設
◎対象及び定員 未就園児とその保護者７組（先着順）
◎内　容 ０歳からでも楽しめる親子競技　
◎参加費 無料
◎持参品 水分補給用の飲み物、マスク（着用）
◎申込〆切 １１月１１日（金）まで
申込先・問合せ先
  総合サービス課　健康づくり担当  
  ☎５２-１１１４　FAX  ５２-０４４４
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、中止また
は内容を変更する場合があります。ご了承ください。

交通政策課からのお知らせ

　10 月 1 日ダイヤ改正により、防府駅前から堀へ向かう路線
バスについて、下記の便の時刻が変更となりました。徳地地
域内のその他のダイヤについては変更ありません。

※各停留所の時刻は、防長交通のホームページ又は「山口市
総合時刻表」にてご確認ください。
問合せ先   交通政策課　☎０８３－９３４－２７２９

こころの健康づくり講演会

◎日　時 １２月２日（金）１４時～１６時
◎場　所 徳地地域複合型拠点施設
◎内　容 　講演会
 １．うつ病の予防
   ～こころの不調と対処法～
 ２．元気に長生き　健康長寿の秘訣
  ～食事と睡眠の大切さ～　
◎講　師 末次　正治氏
 （茜会　脳神経筋センター よしみず病院医師）
◎対　象 市民３０名
 ＊先着順・要事前申込
 ＊手話が必要な方は１１月１５日までに
 　お知らせください。

申込先・問合せ先
　総合サービス課　健康づくり担当
　☎ ５２-１１１４　FAX ５２-０４４４
　＊１１月１日（火）から受付を開始します。

火災の発生しやすい季節です。
火の取扱いには十分注意しましょう！！
山口市では、草焼きからの火災が多く

発生しています
草焼き等、火災とまぎらわしい行為を行う場合は、中央消防
署徳地出張所への届出が必要です。
また、中央消防署徳地出張所では、秋の火災予防運動の実施
に伴い、徳地地域の保育園の園児のみなさんが描いた防火作
品（ぬり絵）をマルキュウ徳地店で展示します。
展示期間：令和4年11月1日（火）～11月15日（火）

問合せ先　中央消防署徳地出張所　☎５３－０１１９

地域の皆さんと市長が語り合う移動市長室「やまぐち元気・
未来トーク」が開催されます。
今年度も新型コロナウイルス感染症対策として徳地地域づく
り協議会役員との懇談となります。一般の方の参加や傍聴は
出来ませんのでご了承ください。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

◎開催日 令和４年１１月２４日（木）15：30～16：45
◎会　場 徳地地域複合型拠点施設（徳地地域交流センター）
◎内　容 市政報告、市政や地域づくりに関する懇談
問合せ先　徳地地域交流センター　☎５２－０２１７

令和４年度 移動市長室
「やまぐち元気・未来トーク」

『秋の火災予防運動実施中』
11/9～ 11/15

防
府
駅
前
発

堀
　
着

  （旧） (新 ) （旧） (新 )　 
 13:33　→ 13:35 　　14:11　→ 14:13  (中山経由 )
 14:05　→ 14:10 　　14:38　→ 14:43  (和字経由 )
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

総合支所情報局

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

10 月・11月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
29

30
31
1
2
3

4
5
6
7
8

9
10
11
12
13

14

　
　
　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
10月１６日（日）

２３日（日）
３０日（日）

11月　３日（木）
 ６日（日）
 １３日（日）

うちみち脳神経ｸﾘﾆｯｸ（石が口） ☎27-5880
木村整形外科（岸津） ☎38-1181
寿町クリニック（寿町） ☎27-5577
くらしげ整形外科ｸﾘﾆｯｸ（田島） ☎25-0076
しみず医院（栄町） ☎38-8883
三田尻病院（お茶屋町） ☎22-1110

図書館
休館日

10月／１７・２４・２７・３１
11月／３・７・１４

　10月 21日（金）つくってあそぼう
　10月 25日（火）たんじょう会
　10月 27日（木）めぐみ先生の簡単レシピ
　10月 28日（金）ハロウィンを楽しもう！
　11月 10日（木）楽しく食育

　10月 26日（水）　新聞紙で遊ぼう (ファッションショ̶)
　11月 9 日（水）　誕生日カードを作ろう
　両日とも園庭開放しております。

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 素晴らしき国／小路 幸也  
◎一般書 阿川佐和子のこの噺家に会いたい／阿川 佐和子 
◎実用書 たった 10秒！子ども筋トレで能力アップ！／高林 孝光
◎ティーンズ 『呪術廻戦』で英語を学ぶ！／芥見 下々，北浦 尚彦 
◎物語・児童書 まちのおばけずかん ハイ！／斉藤 洋，宮本 えつよし
◎絵本 フランクとバートのだいすきかくれんぼ／クリス・ネイラー・バレステロス

【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ 秋の夜長に一冊の本を。
◎絵本 秋がいっぱい
◎一般 世界散歩　～アジア編～
◎児童・ティーンズ 名前 

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「ストーリーテリングのつどい」

日時：10月 15日（土）　10時～ 12時
会場：山口市立徳地図書館　視聴覚室
助言・解説：山本　安彦氏（山陽小野田市立中央図書館　館長）

「とくぢ図書館まつり」

日時：11月 6日（日）　9時～ 16時
催し：ブックリサイクル、お楽しみ抽選会、おはなし会　など

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容の変更、中止又は延期となる場
合があります。詳しくは上記各行事の問合せ先にご確認ください。

【新体力テスト】
９月８日（木）、新体力テストが徳地体育館で実施
されました。
テストは年齢に応じて６種目（握力、長座体前屈、
上体起こし、反復横とび、立ち幅とび、２０ｍシャ
トルランや６分間歩行等）で行われ、自分の体力年
齢を客観的に確認することができるもので、参加者
は各種目に意欲的にチャレンジしました。
新体力テストは毎年秋に実施しています。健康づ
くりにも役立ちますので気軽にご参加ください。

問合せ先　徳地地域交流センター　☎５２－０２１７

テストの様子（左：長座体前屈、右：上体起こし）
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認知症家族会（やすらぎの会）

健康相談（串分館）

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

狗留孫山トレッキング～紅葉狩りと観音巡り

徳地文化展

徳地フェスティバル２０２２

憩いステーションとくぢ（徳地保健センター）

育児相談　歯科相談、ブックスタート併設（徳地保健センター）

健康相談　栄養相談併設（徳地保健センター）

ちいさな森カフェ

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

第１３回ふるさと探訪ｉｎ串

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－０２１７

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）徳地文化協会事務局　 　☎５２－０２１７

（問）徳地フェスティバル２０２２実行委員会　 　☎５２－０２１７

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－０２１７

（問）徳地地域交流センター串分館　　☎５４－０２２２

水

火

日

木

日

日

火

水

木

日

日

日

（10 月 15 日～11 月 14 日）
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11
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徳地のバス停 探訪
地域おこし協力隊が行く

バ
ス
停

>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

源頼朝が東大寺再建に向けて、並々ならぬ決意を示した
重源宛の手紙が残っています。その内容について一部紹介
します。
「--- そして頼朝は、自分としては決して東大寺のことを
疎略には思っていない。また後白河法皇の御意志もうけて
いる。そのうえ、自分の脚下（家来）の佐々木史郎佐衛門
高綱は、東大寺に好意をもっている人物であるから周防国
よりの材木の運送にも協力してくれることであろう。その
ほか、諸々の国々へも、使者を使わし国の行事として東大
寺の再建に協力するように申しつけてある。-----」(『大佛
勧進ものがたり』：平岡　定海　著より引用 ) この手紙は、
文治２年 (1187) 頃のものです。平家を打倒し、鎌倉幕府
が成立した直後であり、東大寺再建を果たし自らの権力の
安泰を図ろうとする頼朝の気持ちがよくあらわれています。
頼朝はまた、重源に対して米１万石、砂金一千両、

じょうきぬ

上絹一
千び き疋を寄進しています。
文治元年 (1186)４月10日頃、重源は周防国に

げ こ う

下向し、同
月18日には徳地杣に入り杣事業を開始していますので、頼
朝の支援は大変心強い支えになったことは間違いありませ
ん。杣事業の中心は、佐波川上流の三谷から柚木にかけて
でした。
柚木方面で伐採した大木を梶畑まで運び、「一升

だ お

垰」と呼
ばれる峠に「ロクロ」をすえて太いロープを使い大木を引
き上げ、さらに三谷川に向けて引き降ろしたのです。法光
寺に伝わる安養寺縁起には、その様子が詳しく記されてい
ます。三谷に残る「ろ く ろ ご う

六郎合」の地名は、その歴史の証拠と
なるものです。
建久２年 (1191)、佐々木
史郎佐衛門高綱は、頼朝か
ら東大寺再建のための材木
奉行に任命され、大仏殿の
む な ぎ棟木を滑山で発見し、頼朝
から高く評価されたという
記録が残っています。そし
て「彼の一族はらなにがし

原某 なるもの
が三谷郷に居残って定住し
たとも想像される。三谷郷
に原なる姓が多いのは彼の末孫であるからに違いない。」
(『重源上人足跡の地　桃源郷　徳地三谷』：山本茂著 ) と
いうので三谷地域づくり協議会が平成29 年９月に作られた
資料 (『徳地三谷奥谷の屋号』) を見てみると原姓が15軒も
確認できました。三谷地区は、美しい棚田の風景が印象的
な自然の中にあって、今もなお当時の歴史の面影を残し続
けている素晴らしいところです。　　（執筆：吉松　桂二）

徳地と東大寺再建徳地と東大寺再建

横山（野谷）
徳地と言えばきれいな水。大原湖や佐波川があ
ることが魅力の一つだと思います。
大原湖の上流はしばらく工事をしていて、道路
がきれいになっていました。バス停からは、大
原湖に流れる川とそれを囲む壮大な緑を見るこ
とができて、何時間でもバスを待つことができ
る気がします。
都会に住んでいると、何もしていない時間がダ
メなことに感じることがあったのですが、自然
に囲まれていると、何もしていないことが正解
だと思えてきます。景色を見て、聞こえてくる
音に耳を澄ませるだけでリフレッシュできる。
最強の場所なんじゃないかと思います。
疲れたり悩んだりしたときは、まず外に出て、何
もしないをしていこうと思います。 （河上特派員）

8

～徳地から始まる「材木の道」～～徳地から始まる「材木の道」～
⑺　源頼朝の支援

重源が木材搬出の指揮を執ったと
いわれる『

ひじりいわ

聖岩』（筆者撮影）


